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Merry Christmas and A Happy New Year 
2005年 12月 
この手紙が皆様のお手元に届くころは、子ども達はみなクリスマ

スの休みを家族と過ごしています。12月 2日にこの 1年の無事に
終えることができました。学年の最後を飾るのは、クリスマスコ

ンサートです。 
 11 月 30 日、キューナ幼稚園いて行われたコンサートは素晴ら
しいものでした。子ども達はみな、クリスマスのお話に出てくる、天使、羊飼い、博士、マリヤやヨセフ

の衣装を身にまとい舞台に立ちました。堂々と歌い、踊る子ども達の姿はコイノニアの教育の多くの成果

を物語っていました。 
 子ども達が置かれている生活環境や、家庭環境を思い、また入園してきた当時の一人一人の子ども達の

顔を思い浮かべると、目の前にいる子供たちの中で何が起こったのか、何がこの子達を変えたのかを考え

させられます。特別な秘密はありません。心に触れる愛と、

少しのしつけと、大きな忍耐が子どもたちをここまで導き

ました。私たちは子ども達の中にすでに備えられている大

きな可能性と、才能を見出す事ができます。この可能性を

伸ばすのは、学ぶ機会と彼らを支える暖かい環境です。ま

た、親たちが与える事のできない物質的必要もあります。 
 この必要のために、皆様から多くのご好意、ご支援をい

ただきました事を心よりお礼申し上げます。皆様からの祈りと支えによって、コイノニアの今日があるこ

とを深く感謝いたします。 
 
クラスレポート 
ボンゴクラス (小学 1年) 
コイノニアのパイオニア・クラスは小学 1年の課程を修了しま
した。16人で 3年前に始まったクラスですが、現在は 8人にな
りました。9 人目のピーター・マイナは 8 月に母親と共に田舎
へ引越しコイノニアを去りました。今彼が学校へ行っているか

どうかはわかりません。8 人の子どもたちは日々様々な危険の
中にありながらキバガレ・スラムでの生活を続けています。彼

らは今年になり、学力的には目覚しい進歩を遂げました。過去 2年間の基礎つくりの時が実りの時を迎え
ました。ものすごい吸収力で、先生たちから知識や知恵を吸い上げて生きます。 
 
エランドクラス(5－6歳児) 
クリスマスコンサートの場で、幼稚園からの卒園式を行いました。全員が 1年生になります。卒業証書と
聖書を手にした子ども達の顔は誇らしげでした。 
 



インパラクラス (4－5歳児)      
1月に入学してきたコイノニアのベービーたちは今や立派なコイノ
ニアの生徒になりしました。強情に先生の言う事を聞かない態度が

変わってきました。鼻水を袖で拭くことも、おしっこくさいままで

学校に来る事もなくなりました。英語での会話もできるようになり

ました。楽しいお絵かきや、制作も、絵本もみな新しい経験でした。

1月からはいよいよお勉強が始まります。 
新入園児 
来年の新入園児の面接が終わりました。今年は、これまで以上に教育熱心な家庭が多かった事が特徴です。

キバガレスラムの中でコイノニアの教育レベルが高い事が評価されてきた事と喜んでします。 
 
問題と将来への希望 
貧困 
子ども達を取り巻く環境は貧困の現実です。子ども達が学校を辞めなければ

ならなかったり、理由なくやすんだりする理由は、1 ヶ月２００シリングの
学費が払えないことが理由です。生活の向上の兆しはなく、その日のことだ

けを考えて生きる生活が続いています。 
住居解体 
前回のニュースレターでも触れましたが、キバガレスラムの一部の家がナイ

ロビ市によって解体されたことによって、ホームレスになった家族がいます。現在は一時的に収まってい

ますがまた、いつ解体が再開されるかという不安が人々の中にあります。 
子どもの虐待 
コイノニアの子ども達が日常的にスラムの中で、大人から身体的な虐待を受けている事が子どもたちの話

から明らかになってきました。私たちはこれらの問題と取り組んでいる病院やソーシャルワーカー達と連

携し、親達のためのセミナーを開き結束して子どもたちを守る体制を作っています。 
ジャーミーボラ（小規模経済自立プロジェクト） 
現在ケニヤ国内で注目を集めているプロジェクトです。小額でも少しずつ預金をすることで自分自身のお

金を持ち、そこからローンをして新たな商売を始める事ができるものです。その日暮らしから少しでも将

来に向けて計画を持ち希望を持って生きることができるよう、このプロジェクトをコイノニアの父母達の

間に定着させていこうとしています。 
ソーイング・クラス 
母親達で縫い物を習いたい人たちに、9 月からクリスマス・クラ
フト作りを教えました。ツリー用の飾りを作り販売しました。こ

れからはミシンの使い方、洋裁を覚えて現金収入の道を開拓しよ

うとしています。 
ベーカリー・プロジェクト 
母親達が協力し合い、パンつくりを学び、販売して現金を得る                   

プログラムです。新しいメンバーで 1月から再開します。 
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